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目標設定項目
基準年度値
（H23年度）

実績値
（R2年度）

実績値
（R3年度）

最終目標値
（R4年度）

令和3年度
評価

� 斐川環境学習センターの利用者数 3,841人 3,908人 4,647人 5,000人 ○

83回 41回 50回 100回 ×

� こどもエコクラブ登録団体数 19団体 9団体 9団体 参考指標 ―

　

事業名

� 斐川環境学習センター

� 学校教育での環境学習の推進

� こどもエコクラブ

� 出雲市環境保全連合会

目標設定項目
基準年度値
（H23年度）

実績値
（R2年度）

実績値
（R3年度）

最終目標値
（R4年度）

令和3年度
評価

年6回 年26回 年31回 年40回 ○

　

事業名

� 広報による啓発

�
イベントにおける環境啓発コーナー
出展

６　ともに学び行動する　環境意識が高いまち

　「ごみ減量化研修会」の企画やアドバイザーの新規募集など、事業の充実と周知を図る。

　コロナ禍での活動となったが、各地区支部において、定期的に道路や公園等の美化活動、不
法投棄等の巡視パトロール、地域の文化祭等での環境啓発活動を行った。
・支部数：43支部

　環境情報をまとめたポータルサイト「出雲エコなび」や「広報いずも」を活用し、市の環境
施策やイベント情報、地域の取組等を紹介した。

　環境に関する情報や地域の取組を「出雲エコなび」として掲載した。今後も、ホームページ
等を活用し広報活動に努める。

�

　廃棄物処理施設の見学やごみ問題について考えたり、動植物の観察や飼育栽培、身近な河川
の水質調査等を行った。また、地域の清掃活動や海岸清掃などのボランティア活動にも積極的
に参加した。

環境新聞発刊

⑵　主な取組

６－２　環境情報の提供と共有
⑴　数値目標の達成状況

�
ごみ減量化アドバイザー等の派遣回
数

６－１　環境学習・環境保全活動の推進
⑴　数値目標の達成状況

　いずも産業未来博、サンデーマーケットにおいて、地球温暖化対策やごみ減量化に関する
ブースを出展した。

取組内容

　地域環境や地球環境を守り、次世代に引き継ぐための拠点施設として利用促進を図った。
・委託事業（環境講座、体験教室、自然観察）
　開催回数：111回、受講者数：1,044人　（前年度：開催回数100回、受講者数916人）
・自主事業（三瓶登山と自然観察、ミニ門松作り、竹かご作り）
　開催回数：6回、受講者数：78人　（前年度：開催回数2回、受講者数28人）

⑵　主な取組

取組内容

　ホームページを通じた情報発信やコンクール等のチラシを団体に配布し活動の促進を図っ
た。
・加入数：9団体 357人（前年度：9団体 358人）
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Ⅳ� 第２次出雲市地球温暖化対策実行計画【区域施策編】の点検・評価について�

�
１� はじめに�

� 本市では、平成��年（����）�月に、市の地球温暖化対策として「出雲市地域省エネルギービ

ジョン」を策定し、これを更に発展させるため、平成��年（����）�月に「第�次出雲市地球温

暖化対策実行計画（区域施策編）」に改定しました。以降、市民、事業者及び市が連携・協働

し、地球温暖化防止の取組の普及啓発等に努めるとともに、再生可能エネルギーの導入支援を

進めてきました。その活動は出雲市地球温暖化対策協議会が中心となって、地球温暖化対策に

向けた行動や普及活動を実践しています。� �

� この取組については、国が二酸化炭素排出量を公表する令和�年度から、環境レポートで出雲

市環境審議会に報告し、点検・評価を行うことにしています。�

�

２� 計画の期間と削減目標�

（１）計画期間�

本計画の期間は、平成��年度（����）から令和�年度（����）までの�年間�

（２）対象となる温室効果ガス�

� 本計画では、本市から排出される温室効果ガスの大半を占める&2₂を削減の対象とする。�

（３）削減目標�

①基準年度及び目標年度�

� � 基準年度、中期目標年度及び長期目標年度は、国に準ずる。短期目標年度は、本計画の計

画期間満了年度である令和�年度（����）とする。�

②削減目標�

� � 短期及び中期目標は、&2₂排出量の将来推計をふまえ設定。長期目標は国に準じ、基準年度
比��％以上の削減を目指す。�

■&2₂排出量削減の目標� � � � � � � � � � � �

目標� 年度� 削減目標�

出雲市� 国�

基準�

年度�

平成��年度�

�������

－� －�

短期� 令和�年度�

�������

��％以上� －�

中期� ����年度� ��％以上� ��％以上�

長期� ����年度� ��％以上� ��％以上�

※国の目標は����年度に��％以上、����年実質ゼロとされています。�

３� 目標の達成状況（令和元年度）�

�

�

�

�

� �

▲����％�
現状値� &2�削減後の排出量�

▲��％�
以上�

▲��％�
以上�

▲��％�
以上�

年度�

単位：千 W�&2��
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４� &2₂排出量の現状�

���部門別&2₂排出量の経年変化�

�

���排出量の部門別・分野別構成比�

㻌㻌 平平成成 㻞㻞㻡㻡年年度度㻌㻌 平平成成 㻟㻟㻜㻜年年度度㻌㻌 令令和和元元年年度度㻌㻌

部門㻌
㻴㻞㻡排出量㻌

㻔千 㼠㻙㻯㻻㻞㻕㻌
構成比㻌

㻴㻟㻜排出量㻌

㻔千 㼠㻙㻯㻻㻞㻕㻌
構成比㻌

㻾㻝排出量㻌

㻔千 㼠㻙㻯㻻㻞㻕㻌
構成比㻌

産業部門㻌 㻣㻞㻥㻌 㻠㻝㻑㻌 㻣㻢㻜㻌 㻠㻡㻑㻌 㻣㻜㻠㻌 㻠㻠㻑㻌

㻌 製造業㻌 㻢㻣㻟㻌 㻌 㻣㻜㻤㻌 㻌 㻢㻡㻠㻌 㻌

建設業・鉱業㻌 㻞㻝㻌 㻌 㻝㻤㻌 㻌 㻝㻢㻌 㻌

農林水産業㻌 㻟㻡㻌 㻌 㻟㻠㻌 㻌 㻟㻠㻌 㻌

業務その他部門㻌 㻟㻢㻡㻌 㻞㻜㻑㻌 㻞㻥㻡㻌 㻝㻤㻑㻌 㻞㻥㻡㻌 㻝㻤㻑㻌

家庭部門㻌 㻟㻜㻤㻌 㻝㻣㻑㻌 㻞㻣㻟㻌 㻝㻢㻑㻌 㻞㻠㻤㻌 㻝㻡㻑㻌

運輸部門㻌 㻟㻢㻝㻌 㻞㻜㻑㻌 㻟㻟㻤㻌 㻞㻜㻑㻌 㻟㻟㻞㻌 㻞㻝㻑㻌

㻌 自動車㻌 㻟㻠㻢㻌 㻌 㻟㻞㻢㻌 㻌 㻟㻞㻜㻌 㻌

㻌 旅客㻌 㻝㻥㻞㻌 㻌 㻝㻤㻟㻌 㻌 㻝㻣㻤㻌 㻌

貨物㻌 㻝㻡㻠㻌 㻌 㻝㻠㻟㻌 㻌 㻝㻠㻞㻌 㻌

鉄道㻌 㻝㻠㻌 㻌 㻝㻝㻌 㻌 㻝㻝㻌 㻌

船舶㻌 㻝㻌 㻌 㻝㻌 㻌 㻝㻌 㻌

廃棄物分野㻔一般廃棄物㻕㻌 㻝㻥㻌 㻝㻑㻌 㻝㻥㻌 㻝㻑㻌 㻞㻞㻌 㻝㻑㻌

合計㻌 㻝㻘㻣㻤㻝㻌 㻝㻜㻜㻑㻌 㻝㻘㻢㻤㻡㻌 㻝㻜㻜㻑㻌 㻝㻘㻢㻜㻝㻌 㻝㻜㻜㻑㻌

�

【平成��年度】� � � � � � � � � � � 【令和元年度】�

�

�

�

�
�
�
�
�
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���再生可能エネルギー設備容量（),7制度※）の導入状況�
�

※),7 制度…固定価格買取制度。再生可能エネルギーで初でした電気を、電力会社が一定価格で一定期間買い取ることを国が約束す

る制度。電力会社が買い取る費用の一部を電気利用者から賦課金という形で集め、現状コストの高い再生エネルギーの導入を支え

ていくもの。�

                                                                       ［単位：ｋW］ 

年度㻌 㻴㻞㻢㻌 㻴㻞㻣㻌 㻴㻞㻤㻌 㻴㻞㻥㻌 㻴㻟㻜㻌 㻾㻝㻌 㻾㻞㻌

太陽光発電㻔㻝㻜㎾未満㻕㻌 㻝㻠㻘㻥㻟㻟㻌 㻝㻡㻘㻥㻞㻣㻌 㻝㻣㻘㻞㻥㻞㻌 㻝㻤㻘㻝㻟㻥㻌 㻝㻤㻘㻤㻢㻝㻌 㻝㻥㻘㻥㻟㻞㻌 㻞㻝㻘㻜㻡㻝㻌

太陽光発電㻔㻝㻜㎾以上㻕㻌 㻞㻜㻘㻥㻜㻟㻌 㻠㻞㻘㻟㻠㻥㻌 㻠㻥㻘㻣㻟㻥㻌 㻢㻞㻘㻤㻠㻣㻌 㻢㻢㻘㻝㻥㻝㻌 㻢㻥㻘㻣㻞㻟㻌 㻣㻝㻘㻤㻢㻡㻌

風力発電㻌 㻣㻥㻘㻣㻜㻜㻌 㻣㻥㻘㻣㻜㻜㻌 㻣㻥㻘㻣㻜㻜㻌 㻣㻥㻘㻥㻝㻤㻌 㻤㻜㻘㻜㻟㻡㻌 㻤㻜㻘㻜㻟㻡㻌 㻤㻜㻘㻜㻣㻠㻌

水力発電㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻢㻜㻜㻌

地熱発電㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

バイオマス発電㻌 㻞㻘㻞㻝㻠㻌 㻞㻘㻞㻝㻠㻌 㻞㻘㻞㻝㻠㻌 㻞㻘㻞㻝㻠㻌 㻞㻘㻞㻝㻠㻌 㻞㻘㻞㻝㻠㻌 㻞㻘㻞㻝㻠㻌

合計㻌 㻝㻝㻣㻘㻣㻡㻜㻌 㻝㻠㻜㻘㻝㻥㻜㻌 㻝㻠㻤㻘㻥㻠㻡㻌 㻝㻢㻟㻘㻝㻝㻤㻌 㻝㻢㻣㻘㻟㻜㻜㻌 㻝㻣㻝㻘㻥㻜㻠㻌 㻝㻣㻡㻘㻤㻜㻟㻌

 

  ≪再生可能エネルギーによる発電電力量≫                               ［単位：MWｈ］ 

年度㻌 㻴㻞㻢㻌 㻴㻞㻣㻌 㻴㻞㻤㻌 㻴㻞㻥㻌 㻴㻟㻜㻌 㻾㻝㻌 㻾㻞㻌

太陽光発電㻔㻝㻜㎾未満㻕㻌 㻝㻣㻘㻥㻞㻞㻌 㻝㻥㻘㻝㻝㻡㻌 㻞㻜㻘㻣㻡㻟㻌 㻞㻝㻘㻣㻢㻥㻌 㻞㻞㻘㻢㻟㻡㻌 㻞㻟㻘㻥㻞㻝㻌 㻞㻡㻘㻞㻢㻟㻌

太陽光発電㻔㻝㻜㎾以上㻕㻌 㻞㻣㻘㻢㻠㻥㻌 㻡㻢㻘㻜㻝㻤㻌 㻢㻡㻘㻣㻥㻟㻌 㻤㻟㻘㻝㻟㻝㻌 㻤㻣㻘㻡㻡㻠㻌 㻥㻞㻘㻞㻞㻣㻌 㻥㻡㻘㻜㻢㻜㻌

風力発電㻌 㻝㻣㻟㻘㻝㻠㻣㻌 㻝㻣㻟㻘㻝㻠㻣㻌 㻝㻣㻟㻘㻝㻠㻣㻌 㻝㻣㻟㻘㻢㻞㻜㻌 㻝㻣㻟㻘㻤㻣㻠㻌 㻝㻣㻟㻘㻤㻣㻠㻌 㻝㻣㻟㻘㻥㻡㻤㻌

水力発電㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻟㻘㻝㻡㻠㻌

地熱発電㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

バイオマス発電㻌 㻝㻡㻘㻡㻝㻢㻌 㻝㻡㻘㻡㻝㻢㻌 㻝㻡㻘㻡㻝㻢㻌 㻝㻡㻘㻡㻝㻢㻌 㻝㻡㻘㻡㻝㻢㻌 㻝㻡㻘㻡㻝㻢㻌 㻝㻡㻘㻡㻝㻢㻌

合計㻌 㻞㻟㻠㻘㻞㻟㻟㻌 㻞㻢㻟㻘㻣㻥㻡㻌 㻞㻣㻡㻘㻞㻜㻤㻌 㻞㻥㻠㻘㻜㻟㻢㻌 㻞㻥㻥㻘㻡㻣㻥㻌 㻟㻜㻡㻘㻡㻟㻤㻌 㻟㻝㻞㻘㻥㻡㻝㻌

市内の電気使用量㻌 㻝㻘㻠㻤㻥㻘㻝㻟㻢㻌 㻝㻘㻢㻥㻤㻘㻝㻞㻤㻌 㻝㻘㻠㻤㻡㻘㻢㻝㻥㻌 㻝㻘㻢㻞㻞㻘㻜㻤㻝㻌 㻝㻘㻡㻣㻟㻘㻥㻝㻥㻌 㻝㻘㻢㻡㻢㻘㻜㻟㻥㻌 㻝㻘㻢㻡㻢㻘㻜㻟㻥㻌

対消費電力 㻲㻵㼀導入比※㻌 １５．７％㻌 １５．５％㻌 １８．５％㻌 １８．１％㻌 １９．０％㻌 １８．４％㻌 １８．９％㻌

※対消費電力 ),7導入比…市内全体の総電気使用量のうち、),7制度により再生可能エネルギーによる電力を供給された割合�

�

�

ｋ㼃㻌

発電
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５�地球温暖化防止のための取組について�

� 本計画がめざす環境像「一人ひとりが地球の未来を考え、地域から実践するまち」�

基本方針１� 情報提供・環境教育の推進�

� � � � � � ・情報提供の推進� ・環境教育の推進� ・住民団体との連携・育成�

基本方針２� 低炭素社会の推進�

� � � � � � ・省エネルギーの取組の推進� ・省エネルギー機器等の導入�

・再生可能エネルギーの導入� ・森林保全と活用�

・環境マネジメントシステムの普及促進�

基本方針３� 循環型社会の推進�

� � � � � � ・�5（ﾘﾃﾞｭｰｽ・ﾘﾕｰｽ・ﾘｻｲｸﾙ）の取組の促進�

�

ゼゼロロカカーーボボンンシシテティィにに挑挑戦戦��

本市は、令和 �年 �月 ��日「����年二酸化炭素排出実質ゼロをめざし、”ゼロカーボンシテ

ィ”に挑戦すること」を宣言しました。�

�

「「いいずずもも縁縁結結びび電電力力株株式式会会社社」」のの設設立立�

� 地域内で作り出された再生可能エネルギーを地域内で活用する「エネルギーの地産地消」の取

組として、令和 �年 �月、官民共同出資により、地域の再生可能エネルギーの発電と消費の縁結

び役となる地域新電力会社「いずも縁結び電力株式会社」を設立しました。�

同社は、新出雲エネルギーセンター（廃棄物発電）や窪田発電所（水力発電）などを中心とす

る地域内の再生可能エネルギーを調達し、市内の公共施設に供給することで、出雲市の再生可能

エネルギーの利用率を高め、脱炭素社会の実現と地域経済の活性化をめざします。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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出出雲雲市市地地球球温温暖暖化化対対策策協協議議会会のの取取組組��

出雲市における地球温暖化対策を市民、事業者及び市が協働して推進するため「出雲市地球温

暖化対策協議会」を設置し、地球温暖化対策に向けた普及啓発活動を行っています。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

再再生生可可能能エエネネルルギギーー設設備備等等導導入入支支援援補補助助事事業業��

� 平成 �� 年度から、島根県の補助事業を活用し、住宅用太陽光発電設備や蓄電池を設置する市

民等に補助金を交付し、導入支援を行っています。�

� 令和 �年度には、補助メニューに木質バイオマス熱利用設備（薪ストーブ等）を追加するとともに、

令和 �年度からは、住宅用太陽光発電設備の補助金増額（��千円�㎾⇒��千円�㎾）、蓄電池設置要件

の緩和（太陽光発電設備と同時設置のみ対象としていたものを、既設太陽光発電設備への設置にも拡

大）を行い、支援を充実しています。�

≪再生可能エネルギー設備等導入補助件数の推移≫ 

メニュー㻌 㻴㻞㻝㻌 㻴㻞㻞㻌 㻴㻞㻟㻌 㻴㻞㻠㻌 㻴㻞㻡㻌 㻴㻞㻢㻌 㻴㻞㻣㻌 㻴㻞㻤㻌 㻴㻞㻥㻌 㻴㻟㻜㻌 㻾㻝㻌 㻾㻞㻌 㻾㻟㻌 合計㻌

住宅用太陽光

設備㻌
㻤㻤㻌 㻞㻣㻝㻌 㻟㻣㻝㻌 㻠㻜㻝㻌 㻟㻜㻟㻌 㻝㻣㻞㻌 㻤㻢㻌 㻥㻤㻌 㻥㻝㻌 㻠㻢㻌 㻟㻥㻌 㻡㻡㻌 㻠㻣㻌 㻞㻘㻜㻢㻤㻌

蓄電池㻌 （㻴㻞㻥から補助開始）㻌 㻞㻟㻌 㻝㻡㻌 㻝㻣㻌 㻠㻝㻌 㻟㻢㻌 㻝㻟㻞㻌

ソーラーシステ

ム㻌
（㻴㻞㻣から補助開始）㻌 㻥㻌 㻢㻌 㻟㻌 㻠㻌 㻞㻌 㻞㻌 㻠㻌 㻟㻜㻌

木質バイオマス

熱利用設備㻌
（㻾㻟から補助開始）㻌 㻝㻟㻌 㻝㻟㻌

林地残材の集

積装置㻌
（㻴㻞㻤から補助開始）㻌 㻞㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻞㻌

�

--��ククレレジジッットト制制度度（（神神話話のの國國出出雲雲ささんんささんん倶倶楽楽部部ククレレジジッットト））のの取取組組��

� -�クレジット制度とは、&2�排出削減事業（太陽光発電システムの導入等）により削減した &2�

について、国の認証を受けてクレジット化し、企業等に販売できる制度です。�

� 出雲市では、住宅用太陽光発電システムを設置した者を会員とする「神話の國出雲さんさん倶

楽部」が、会員宅で削減した &2�をとりまとめてクレジット化し、企業等に販売する取組を +��

年度から実施しています。収入は、更なる &2�削減に有効活用するため、森林再生事業（出雲さ

んさん倶楽部の森づくり事業）に活用しています。�

� ◆�令和 �年度末会員数� ���人�

� ◆�令和 �年度末までの認証量� �����W�&2₂�

� ◆�� � � � 〃� � � � 販売量� �����W�&2₂�

�

主主なな活活動動��

・省エネ啓発 &0の放送�

・エコ川柳コンテスト��

・地球温暖化防止啓発カルタ「ＳＴＯＰ！地球温暖かるた」の作成�

・「ストップ地球温暖化フェア」の開催（5�は新型コロナにより開催中止）�

・省エネ講師派遣�

・夏休みゼロカーボンチャレンジ�

・いずも産業未来博における啓発ブース出展� など�
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�

≪神話の國出雲さんさん倶楽部クレジット認証・販売実績≫ 

年度� 認証量�W�&2��� 販売量�W�&2���

+��� ���� －�

+��� ���� ����

+��� ���� ���

+��� －� ������

+��� ������ ���

5�� －� ����

5�� ������ ��

5�� －� ����

合計� ������ ������

�

キキララララトトゥゥーーリリママキキ風風力力発発電電所所のの運運営営��

� 地球温暖化防止、エネルギー・環境問題に対する啓発のため、旧多伎町においてキララトゥー

リマキ風力発電所が整備され、平成 �� 年度から稼働しています。発電した電力は中国電力㈱に

売電し、その売電収入で運営しています。平成 �� 年には、再エネ固定価格買取制度の設備認定

を受け、固定価格での売電契約を結んでいます（令和 �年 �月まで）。�

� 令和 �年には法定耐用年数（��年）が経過し、故障や不具合が頻発する状況に鑑み、同年から

は �基のうち �基のみの稼働で運営しています。�

� なお、令和 �年度からは、いずも縁結び電力㈱への売電を始めました。�

発電所の概要 

 ◆運転開始 平成 15年 2月 

 ◆出力    1,700ｋW（850ｋW×2基） 

 ◆メーカー  ヴェスタス社（デンマーク） 

 ◆タワー高さ 49m               ◆ブレード（羽）の長さ 26m 

�

電電気気自自動動車車急急速速充充電電施施設設のの運運営営��

� 電気自動車の普及促進を目的として、市内 �ヶ所の道の駅に電気自動車急速充電器スタンドを

整備し、運営しています。（いずれも利用料金は無料）�

○�道の駅大社ご縁広場（+��～）�

� ○�道の駅キララ多伎（+��～）�

� ○�道の駅湯の川（+��～）�

【5�販売先の内訳】�

・㈲坂根屋（��W�&2₂）�

・出雲ガス㈱（���W�&2₂）�

・㈱カイハツ（��W�&2₂）�

・いずも産業未来博実行委員会（��W�&2₂）�

・山陰興業㈱（���W�&2₂）�
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目標設定項目 (単位)
基準年度値
（H29年度）

実績値
（R2年度）

実績値
（R3年度）

最終目標値
（R4年度）

5�
評価

5�
評価

㻝 CO₂総排出量　(t-CO₂) 㻣㻘㻠㻢㻣 㻣㻘㻞㻞㻜 㻣㻘㻞㻥㻢 㻣㻘㻟㻢㻜 ◎ ◎

ⅤⅤ�� 出出雲雲市市役役所所のの取取組組��

市役所は、「いずもエコオフィス・アクションプログラムⅢ」や「出雲市役所本庁舎にお

ける省エネルギー行動計画」を策定し、エネルギー消費の低減を進めています。�

�

１１�� エエネネルルギギーーのの使使用用のの合合理理化化等等にに関関すするる法法律律（（省省エエネネ法法））にに基基づづくく１１年年間間ののエエネネルル

ギギーー使使用用量量のの状状況況��

【市のエネルギー使用量（原油換算値）の状況】�

特定事業者とは、省エネ法に基づく �年間のエネルギー使用量の合計が、原油換算値で�

�����㎘以上排出する事業者のことです。�

特定事業者（市役所、上下水道局、教育委員会）は、それぞれエネルギー消費を管理し、 
中長期的な使用エネルギーの低減を求められています。 
� ・市役所（本庁舎、行政センター庁舎、コミュニティセンター等各公共施設） 
� ・上下水道局（水道局庁舎、浄水場、ポンプ場等） 
� ・教育委員会（学校、給食センター、科学館等） 

�

２２�� 「「いいずずももエエココオオフフィィスス・・アアククシショョンンププロロググララムムⅢⅢ」取取組組結結果果��

�� 【評価の判断基準】�

◎：目標値に達した。�

○：目標値に達していないが、基準年度値より良くなった。�

△：基準年度値より良いが、前年度より悪くなった。�

×：基準年度値より悪くなった。�

��

⑴⑴�� 市市のの事事務務及及びび事事業業かからら発発生生すするる二二酸酸化化炭炭素素（（&&22��））排排出出量量のの削削減減��

ア� 数値目標の達成状況�

�

�

�

�

※ 「いずもエコオフィス・アクションプログラムⅢ」では温室効果ガスのうち、最も排出量が多い二酸化炭

素（以下 &2�）を対象としています。&2�排出量は各エネルギー使用量の実績値にエネルギーの種類別に定

められている係数を乗じて求められます。 

目標値を達成しましたが、令和 � 年度と同様に、学校等において新型コロナ対策のた

め、換気をしながら冷暖房を使用したことによる影響が大きく、前年度比増となりまし

た。�

H29年度

原油換算（㎘） 原油換算（㎘） 対H29比 原油換算（㎘） 対H29比 原油換算（㎘） 対H29比 原油換算（㎘） 対H29比

市役所 㻝㻞㻘㻜㻥㻡 㻝㻝㻘㻢㻢㻡 㻥㻢㻚㻠㻑 㻝㻜㻘㻡㻥㻥 㻤㻣㻚㻢㻑 㻝㻜㻘㻞㻥㻡 㻤㻡㻚㻝㻑 㻥㻘㻥㻣㻤 㻤㻞㻚㻡㻑

上下水道局 㻟㻘㻟㻟㻠 㻟㻘㻞㻣㻜 㻥㻤㻚㻝㻑 㻠㻘㻥㻠㻟 㻝㻠㻤㻚㻟㻑 㻠㻘㻥㻜㻣 㻝㻠㻣㻚㻞㻑 㻠㻘㻤㻣㻝 㻝㻠㻢㻚㻝㻑

教育委員会
（学校を含む）

㻞㻘㻞㻝㻥 㻞㻘㻝㻢㻣 㻥㻣㻚㻣㻑 㻞㻘㻞㻝㻣 㻥㻥㻚㻥㻑 㻞㻘㻟㻜㻤 㻝㻜㻠㻚㻜㻑 㻞㻘㻟㻢㻠 㻝㻜㻢㻚㻡㻑

合計 㻝㻣㻘㻢㻠㻤 㻝㻣㻘㻝㻜㻞 㻥㻢㻚㻥㻑 㻝㻣㻘㻣㻡㻥 㻝㻜㻜㻚㻢㻑 㻝㻣㻘㻡㻝㻜 㻥㻥㻚㻞㻑 㻝㻣㻘㻞㻝㻟 㻥㻣㻚㻡㻑

特定事業者
H30年度 R元年度 R2年度 R3年度
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� � � � ≪≪市市のの事事務務及及びび事事業業かからら発発生生すするる CCOO22排排出出量量のの推推移移≫≫  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ� エネルギー使用量の内訳 
庁舎関係 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
 

※1～5の項目は、市役所・上下水道局・教育委員会（学校を含む）を対象に集計し評価しています。 
※6の項目は、市役所・上下水道局・教育委員会（学校を含まない）を対象に集計し評価しています。 

 

〔電気〕 新型コロナ対策で、学校での換気をしながらの冷暖房利用、消防で

のサテライト勤務が必要となったことが影響 
〔灯油〕� 一部冬季の暖房故障により使用料の増加があったが、全体では前年

度比微減 
〔$重油〕� 斐川行政センターにおけるボイラー使用廃止のため、実績ゼロ 
〔/3*〕� 新型コロナ対策で、学校での換気をしながらの冷暖房利用、消防で

の災害出場件数の増加や給湯・乾燥設備の利用増加が影響 
〔都市ガス〕� 上下水道局の冷暖房を電気へ変更したため減少 
〔ごみ〕� 行政センターでは、庁舎建替のための片付けが影響。全体的に、燃

えるごみの中に紙ごみが散見されており、紙ごみリサイクル意識の

徹底が必要 
 
 
 
 

目標設定項目 (単位)
基準年度値
（H29年度）

実績値
（R2年度）

実績値
（R3年度）

最終目標値
（R4年度）

5�
評価

5�
評価

㻝 電　　　　　気 　�㻔N:K㻕 㻝㻜㻘㻜㻞㻜㻘㻠㻥㻣 㻝㻜㻘㻜㻞㻡㻘㻡㻢㻥 㻝㻜㻘㻞㻟㻟㻘㻠㻞㻥 㻝㻜㻘㻟㻟㻜㻘㻜㻜㻜 ◎ ◎

㻞 灯　　　　　油　　　(ℓ)　 㻠㻡㻟㻘㻥㻤㻟 㻟㻤㻢㻘㻞㻠㻣 㻟㻤㻞㻘㻥㻞㻤 㻟㻣㻜㻘㻜㻜㻜 △ ○

㻟 A　　重　　油　　　(ℓ)　 㻥㻘㻜㻜㻜 㻠㻤㻢 㻜 㻣㻘㻜㻜㻜 ◎ ◎

㻠 L　　 P 　　G　　 (㎏) 㻞㻞㻘㻤㻝㻤 㻞㻜㻘㻢㻢㻜 㻞㻞㻘㻢㻝㻢 㻞㻜㻘㻜㻜㻜 △ △

㻡 都　市　ガ　ス　　(㎥)　 㻥㻣㻘㻟㻡㻞 㻣㻥㻘㻠㻣㻢 㻣㻣㻘㻞㻜㻡 㻥㻜㻘㻜㻜㻜 ◎ ◎

㻢 ご み�排�出�量����(㎏) 㻞㻟㻘㻜㻥㻝 㻞㻠㻘㻡㻜㻝 㻞㻡㻘㻞㻣㻟 㻝㻡㻘㻜㻜㻜 ✕ ✕
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㻝

㻞

㻟

㻠

㻡

㻢

㻣

㻤

　両面コピーや縮小コピーを徹底し、ミスコピー紙や不要になった用紙の裏面を有効活用する取組を
実施した。

取組内容

　冷暖房設備の温度設定管理と室温の適正管理（夏季は28℃、冬季は19℃）の徹底を図った。

　職員のクールビズ（5月1日～10月31日）、ウォームビズ(11月1日～3月31日)を実施した。

　課ごとに重点取組項目（2項目以上）を設定し、職場単位でのエコオフィスを推進した。
　・昼休み、時間外などの不要な照明の消灯の徹底
　・職員のエレベーター利用の自粛　　など

　各職場に環境活動推進員を選任し、エコオフィス推進の実務研修を行うとともに、職場内研修を実
施し、数値目標や取組項目の周知徹底を図った。

　各課における取組状況の確認、評価を行うため、18の職場において内部監査を実施した。

　年度終わりや年末など、庁舎のごみ排出量の増加が見込まれる時期には、排出抑制と分別の徹
底のための職員周知を行った。

　「食品ロス」の削減推進のため、会食時には「3010運動」の取組を推進した。
　・注文の際には適量を注文する。
　・開始後30分間は席を立たず料理を楽しむ。
　・終了前10分間は自分の席に戻り、再度料理を楽しむ。

目標設定項目 (単位)
基準年度値
（H29年度）

実績値
（R2年度）

実績値
（R3年度）

最終目標値
（R4年度）

5�
評価

5�
評価

㻝 ガ　ソ　リ　ン　　(ℓ)　 㻝㻟㻢㻘㻠㻣㻡 㻝㻟㻝㻘㻟㻡㻠 㻝㻝㻣㻘㻞㻝㻟 㻝㻟㻜㻘㻜㻜㻜 △ ◎

㻞 軽　　　    油  　(ℓ)　 㻣㻘㻞㻝㻞 㻢㻘㻟㻟㻡 㻡㻘㻤㻡㻢 㻣㻘㻜㻜㻜 ◎ ◎

公用車関係 
 

   
 

  
 
 

※市役所・上下水道局・教育委員会（学校を含む）の車両を対象に集計し評価しています。 
 

〔ガソリン・軽油〕� イベントや遠方会議、県外出張が著しく減り、オンライン会

議の定着もあいまって、公用車使用による使用量が減少 
�

ウ� 主な取組 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

�

�

�

�

�

�

�

�

エ� 今後の方向性�

出雲市環境総合計画と計画期間を揃え、次期計画「いずもエコオフィス・アクション

プログラムⅣ」（計画期間：令和 � 年度～令和 �� 年度）を策定します。国の動向を踏

まえ、対象をすべての市有施設に拡大し、さらに一体的な脱炭素に向けた取組を推進し

ます。�
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目標設定項目 (単位)
実績値

（R元年度）
実績値

（R2年度）
実績値

（R3年度）
最終目標値
（R4年度）

5�
評価

5�
評価

㻝 CO₂削減量　　(kg-CO₂) 㻥㻡㻘㻡㻢㻢 㻝㻝㻥㻘㻞㻡㻥 㻝㻟㻠㻘㻢㻜㻜 㻞㻜㻜㻘㻜㻜㻜 ✕ ✕

⑵⑵�� 「「市市職職員員ののママイイカカーー通通勤勤自自粛粛」」のの取取組組��

ア� 数値目標の達成状況�

 
 
�

�

�

イ� 主な取組� �

�

�

�

�

� � � � 最終目標には達していないものの、令和 � 年度は達成率 ��％であり、年々上昇傾向で

す。�

令和 � 年度までの取組結果をもって、令和 � 年 � 月に、公共交通利用推進等マネジ

メント協議会（事務局：国土交通省等）から、県内初の「エコ通勤優良事業所」の認証

を受けました。�

�

ウ� 今後の方向性�

&2�削減はもとより、公共交通機関の利用促進や市民の健康増進の観点から、この取

組をさらに促進し、市役所内外への啓発を進めます。�

取組内容

㻝
　職員の率先行動として、毎月第3週を「市職員エコ通勤ウィーク」と定め、徒歩、自転車、バイク、公共
交通機関利用によるエコ通勤を呼びかけている。



「環境基本計画」基本目標の達成状況
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